
2015.07 

日本オーチス・エレベータ株式会社 

 バームハイツ西葛西管理組合  御中 

バームハイツ西葛西様 

       エレベーターリニューアルのご提案 
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OTIS Elevator Company  会社概要  

200以上の国・地域で

製品・サービスを提供  

全世界で 

180万台以上の

エレベーター・エスカ
レーターを保守点検  

全世界の従業員数は

約6万人  

全世界で稼動中のオーチス製エ

レベーター・エスカレーターは約
250万台  

オーチス・エレベータ は、エレベーター・エスカレーター・動く歩道の  

製造・据付・サービスの世界最大企業で、UTCの全額出資会社です。  



米国・ニューヨーク 

エンパイア・ステート・ビル 

ドイツ・ソニーセンター 

フランス・ツールグラニテ フランス・エッフェル塔 英国・ロンドン地下鉄 

イタリア・ヴァチカン 

米国・ニューヨーク 

7世界貿易センター 

ブラジル・リオデジャネイロ 

キリスト像 

米国・シカゴ 

ジョン・ハンコック 

カナダ・トロント 

CNタワー 

インド 

コヒノール・スクエア 
マレーシア 

ペトロナス・タワー 

韓国・仁川空港 

ベトナム 

ビテクスコ・フィナンシャル 

センター 

アラブ首長国連邦 

ブルジュ・ハリファ 

中国・上海 

上海環球金融中心 

米国・ラスベガス 

ルクソール 

世界に広がるＯＴＩＳのエレベーター 
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米国オーチス創立160周年 

高齢者向け低層住宅用 

エレベーター「Gen2 Life」発売開始   

新スタンダードエレベーター「Gen2 

Comfort」発売   

改修商品に 

フラットベルトを採用した 

「Gen2 MOD」発売   

新型エスカレーター「508NCE」発売、 

最高水準のメンテナンス・サービス 

「ELITE Service」発売   

 「Skyway」スーパーダブルデッキ
エレベーター納入              (六本
木ヒルズ森タワー) 

東洋オーチス・エレベーター株式会社設立  

日本オーチス・エレベータ株式会社 
に社名変更  

個人向けエレベーター「エレホーム」を発売 

我が国初の 

「シャトルシステム」を 

成田国際空港に納入 

水で働くピットレス 
水圧式エレベーター  
「SPEC ECO」発売  

かご扉引き込まれ検出装置 

「ハンドタッチセンサー」をGen2に標準装備   

「Gen2」（乗用・寝台用）発売 

「Gen2Prestige」発売 

フラットベルト採用エレベーター 
「Gen2」発売  

日本オーチス・ 

エレベータ株式会社 

ISO9001取得 

芝山工場に 
テストタワー竣工 (当時高さ世界一) 

リニアモーター式 
エレベーター 発売  

蒲田工場から 

芝山工場へ 

生産体制を統合・本格稼働 

最高速度毎分300mの 

エレベーターを設置 (霞が関ビル)   

一般エレベーター 

新販売制スタート 

 日本初エレベーターを設置 
 (日本銀行本店）※オーチス社製  

日本発 エスカレーターを設置  
(日本橋三越呉服店)   

蒲田工場完成。 

国産エレベーター第一号を 

静岡赤十字病院に納入 

オーチス・エレベータ・カンパニー日本支社開設 

日本オーチス創立75周年 

フラットベルト検査装置 

「Pulse System」Gen2に装備 

NYの万博で 

落下防止装置の安全を立証 

E・Gオーチスが 

エレベーターの落下防止を考案 

オーチス社設立 

1932 
1933 

1968 
1973 

1984 
1988 

1989 

1998 
1992 

1999 

1927 
1914 

1896 
1854 

1853 
1852 

2002 

2013 
2012 

2010 
2009 

2008 
2007 

2003 

2006 
2005 

1853年 アメリカからペリーが来航し、浦賀で開国を要求する｡（嘉永6年） 
1894年 日清戦争が起こる（～1895） 

1896年 第一回近代オリンピック 

1914年 第一次世界大戦が始まる（～1918） 

1926年 昭和天皇が即位 
1932年 五・一五事件が起こる｡（昭和7年） 

世界史・日本史  

2011 

エリシャ・G・オーチス 

嘉永5年 

明治29年 

平成元年 

昭和7年 

「ハンドタッチセンサー」キッズデザイン賞受賞 

「 Gen2、SPEC ECO 」新安全基準の大臣認定取得 

3 

日本オーチスの沿革 

http://intranet.jp.otis.com/newsales/planning/DL/jpg DL/esc/content/508NCE_WD_large.html
http://intranet.jp.otis.com/newsales/planning/DL/jpg DL/Gen2 Life/jpg_big/P6,13_かごCG.jpg
http://intranet.jp.otis.com/newsales/planning/DL/jpg DL/Gen2 Comfort/content/_54_large.html
http://intranet.jp.otis.com/kaishu/08_MOD_Products!/Gen2-MOD/Gen2_MOD.htm
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ロープ式  
約４５,０００台 

油圧/水圧式 
約８,０００台 

エスカレーター/トラボレーター 
約２,２００台 

ホーム 
エレベーター 
約１５,０００台 

リニア式 
約２,７００台 

その他 
約２,２００台 

内、機械レス式、フラットベルト式 
   約１５０００台 

小荷物専用昇降機 
段差解消機 
含む 

全国 保守台数 約 75,000台 

全国保守台数 
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エレベーターの法定償却耐用年数は税法上17年となっております。建築物維持・保全協会のライフサイクルコスト評価指針により

ますと、計画耐用年数は25年と定められております。 

20～25年以上経過したエレベーターには信頼性、安全性が向上するリニューアルが必要になります。 

■エレベーターの耐用年数とリニューアルの必要性

「建築物のLC評価用データ集」（（社）建築・設備維持保全推進協会　BELCA）より作成

*上記は一般的な例を示しております。

5年 10年 15年 20年 25年 30年 (経年数)

計画耐用年数（25年） 

主要装置平均耐用年数（20年） 

法定償却耐用年数（17年） 

FM契約 POG契約 無保守 

修理による回復 

社会環境の変化による 

     要求レベルの向上 

リニューアルの 

     必要性 

エレベーターの耐用年数について 

エレベーターの耐用年数について 



新安全基準制定の背景と主な改正点 

政令交付 ： ２００８年９月 ／ 施行２００９年９月２８日 
目  的 ： エレベーターにおける耐震性能向上および安全対策強化を図る 

 
●２００５年７月２３日に発生した千葉北西部地震 
   首都圏で64,000台のエレベーターが停止、78台で閉じ込め故障が発生 
●２００６年６月３日に東京都港区で発生した戸開走行による死亡事故 

Ｐ６ 

  エレベーターの駆動装置や制御器に故障が生じ、かご及び昇降路のすべての出入口の戸が閉じる前に 

 かごが昇降したときなどに自動的にかごを制止する安全装置の設置を義務付ける。 

  ※戸開走行保護装置は、指定性能評価機関の性能評価を受け国土交通大臣の認定取得が必要。 

 戸開走行保護装置設置の義務付け（令第１２９条の１０第３項第１号関係） 

    エレベーターについて、地震等の加速度を検知して、自動的にかごを昇降路の出入口の戸の位置に停止 

   させ、かつ、当該かごの出入口の戸及び昇降路の出入口の戸を開くことなどができることとする安全装置の 

   設置義務。 

 地震管制運転装置設置の義務付け（令第１２９条の１０第３項第２号関係） 

≪主な改正点≫ 
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法改正以降の変更点 

 新安全基準以降の変更点（検査基準） 

 既存不適格とは 

最新法規に対する状態を示したもので、法律違反ではありません。 

エレベーターは従来どおりご使用いただけますが、所有者様・管理者様には安全運行や機器の 

適正化の観点から、遡及促進をおすすめいたします。 

 ２００９年９月２８日付、国土交通省告示１０２４号で告示の一部が改正、施行された 
ことを受け、全てのエレベーターにおける定期検査の項目、方法並びに判定基準が見直され 
検査結果表が改訂されました。 
 ２０１０年３月２８日以後の昇降機定期検査は、改訂後の「検査結果表」を使用する 
事となります。 
 これにより、既存のエレベーターにおいて上記対策を施していないものについては  
「地震時の対策」 及び「戸開走行保護装置」その他の項目が『既存不適格』となります。  

※大きな災害などにより安全増しの為の法改正や安全基準の改正が成される事があります。 
 今回の改正もその一つとなります。 
 改正後の基準に適合させる事でより安全性が上がりますが、『既存不適格』項目が『不安全』である訳では 
 ありません。 

－ 7 － 



戸開走行保護装置について 

※ 戸開走行防止装置特殊制御回路の追加 

もし戸開のまま動いても 
安全距離で停止します 

乗り場床 

かご床 

エプロン 

かご出入口上枠 

挟まれ防止 
ｸﾘｱﾗﾝｽ 

１０００ｍｍ以上 （かご） 

乗り場上枠 

図１．下方向走行時の停止距離と転落防止 

ﾌｪｯｼｬｰ 
ﾌﾟﾚｰﾄ 落下防止ｸﾘｱﾗﾝｽ 

125ｍｍ以下 

ＤＯＷＮ 

乗り場床 

乗り場上枠 

図２．上方向走行時の停止距離と転落防止 

転落防止 
クリアランス 

かご床 

エプロン 

かご出入口上枠 

挟まれ防止 
ｸﾘｱﾗﾝｽ 

１０００ｍｍ以上 

（かご） 

110mm以下 

Ｕ Ｐ 

ブレーキＡ 
（異常検出装置付） 

ブレーキB 
（異常検出装置付） 

ディスクブレーキ 

新型巻上機 

巻上機二重ブレーキ化  

常時作動型二重ブレーキより、
不測の事態でも保持力を確
保します。常時二つのブレーキ
が作動し、片方のブレーキでも
１００％の荷重を保持できます。 
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地震管制運転について 

最寄階に停止して 
ドアを開き、避難 

いち早く最寄り階に停止し、閉じこめを防止します。 

地震発生 

P波感知器が 
初期微動を感知 
管制運転スタート 

ドアを閉め、 
一定時間待機 

一定以上のS波を 
感知した場合休止 

S波が小さい場合 
通常運転 

P波感知器付地震時管制運転の流れ 

P波ｾﾝｻｰ 

S波ｾﾝｻｰ 

リスタート機能付 
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停電時には自動的にバッテリー運転装置が作動し、エレベーターを最寄階まで走行させ乗客を

降ろします。２００９年度新安全基準では、地震管制運転にこの予備電源による救出運転も設置

するよう義務付けられております。  

停  電  発  生 

エレベーターが一旦停止し、 
かご内で停電等が点灯します 

低速運転で最寄階へ走行します 

最寄階に着床すると 
自動的に扉が開きます 

一定時間後、扉を閉め 
運転を休止します 

バッテリー起動/安全装置の確認 

救出運転中 

しばらくおまちください 

救出運転中 

降りてください 

＜かご内案内表示＞ 

救出運転中です  
降りて下さい 

救出運転中です  
ドアが開いたら降りて下さい 

救出運転中です  
しばらくおまちください 

＜音声案内＞ 

停電時の予備電源（バッテリー）運転 
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災害の発生や社会環境の変化に伴い、縦の交通機関であるエレベーターに求められる機能、安全基準も年々変化しております。 

今後も安心で快適にご利用いただくために、安全性、機能、意匠などを更新するエレベーターのリニューアルをおすすめ致します。 

■耐震基準の変遷

耐震基準の制定

　　旧耐震基準

　　新耐震基準

　　新新耐震基準

　　０９耐震基準

　　１４耐震基準

5年 10年 15年 20年 25年 30年 (経年数)

1970年 1980年 1990年 2000年 2009年

1972

1981

1998

2009

2014

2014年

耐震設計・施工指針の変遷 



最新の耐震基準（２０１４年度耐震設計・施工指針） 

■移動ケーブル 
 引っかかり防止ワイヤー 
※移動ケーブルが地震の揺れにより 
 他機器に引っかかることを防止する。 

■つり合い重り側 
 レールブラケット 
※つり合いおもり側ﾚｰﾙ支持材の 
 強度を上げ、地震の揺れによる 
 ﾚｰﾙの変形を防止する。 

■調速機ロープ振れ止め材 
※調速機ロープが地震の揺れに 
 より他機器に引っかかるのを防 
 止する。 

■かご側 
 レール継目裏目板  

■つり合い重り側 
 レール継目裏目板 
※レールを補強し、地震の揺れにより歪む 
 事を防止する。 

■かご側 
 脱レール防止プレート 
※かごが地震の揺れによりﾚｰﾙから外れ 
 ることを防止する。 

■つり合い重り側 
 脱レール防止プレート 
※重りが地震の揺れによりﾚｰﾙから外れ 
 ることを防止する。 

■つり合い重り側中間ストッパー 
  おもり枠補強 
※地震の揺れにより、重りが枠から脱落 
 する事及び枠の変形を防止する。 

※施工範囲は現場調査及び設計検討によります。 
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エレベーターのリニューアル方法について 

①全撤去リニューアル（機械室なし） ②準撤去リニューアル（機械室なし） ③制御リニューアル（機械室あり） 

内
容 

既設エレベーターの全品を撤去し、 

新規に設置します。（工期４５日/台、確認申請） 

既存不適格は全て解消され、全て新品となります。 

 

＜環境＞騒音（大）・工期（長）・価格（高） 

更

新

機

器

の

概

略

図 

既設エレベーターの乗場を残し、 

新規に設置します。（工期３５日/台、確認申請） 

既存不適格は全て解消され、ほぼ新品となります。 

 

＜環境＞騒音（中）・工期（長）・価格（中） 

既設エレベーターの一部を残し、 

新規に設置します。（工期１２日/台、申請不要） 

既存不適格は全て解消され、制御部品が新品となりま
す。（選択可能） 

＜環境＞騒音（小）・工期（短）・価格（低） 

機械室 機械室 
機械室 

…活用 

…新規 

…活用 

…新規 

…活用 

…新規 

かご 

乗場 

かご 

乗場 

かご 

乗場 

※制御機器は全て
昇降路内へ 

※制御機器は全て
昇降路内へ 

 今回ご提案 
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■ 制御盤 ■ 巻上機 

■ のりば／かご信号装置 
ボタンを押すと点灯するストローク式ボタン。
タッチの手ごたえが明瞭で押しまちがいを防
ぎます。 
また、ボタン部分には耐久性にすぐれたステ
ンレスを使用しています。 
操作ボタンの回数表示の文字は、触れただ
けでも判読可能な浮き文字。 
ボタンの輪郭も識別しやすく、 
目の不自由な方にも使いやすい 
デザインです。 
 

最新型マイクロコンピューター制御
により、信頼性、乗心地、着床精度
が向上します。 

小型ペンシル型巻上機を採用 
することにより、高効率での 
駆動を実現し消費電力を大幅 
に削減します。 

■ 戸開閉装置 
機械的制御からマイクロコ 
ンピューター制御に改修し 
扉の開閉がスムーズになり 
ます。 

■ 主策 

従来のワイヤーロープに 
代わり、オイルフリーの 
フラットベルトを採用。 
機能性、安全性、環境に 
配慮しています。 

■ 安全 

◎戸開走行保護装置 
 建築基準法による戸開走行護装置 
 の設置に対応します。 
 万一、駆動装置や制御器に故障が 
 生じても、扉が開いた状態での走 
 行を防止します。 

◎地震時管制運転装置 
 P波センサーが、初期微動を感知し 
 いち早くエレベーターを最寄階に 
 停止させ乗客の安全を確保します。 

◎停電時最寄階自動着床装置 
 停電時にバッテリー運転装置が動作 
 してエレベーターを最寄階まで走行 
 させ乗客の安全を確保します。 

ご提案リニューアル内容 

レール 

つり合いおもり 

かごフレーム 
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性能向上 

着床精度が高まり段差がなくなり 
ます。また快適な乗心地、静かな 
走行を実現します。 

乗り降りがスムーズに！ 

低ランニングコスト 

高効率モーターの採用と回生 
ドライブの活用により、消費電力 
を削減します。 

毎月がお得に！ いつでもサポート 

２４時間３６５日 

遠隔監視システムにて２４時間 
エレベーターを監視。遠隔点検 
装置も導入し、点検での停止 
時間を削減。 

故障が少なくなります 

品質改善 

最先端のテクノロジーを結集した 
最新の制御盤により、信頼性が 
向上し、故障が削減されます。 

災害時の対策を！ 

新安全基準適合 

２００９年度及び２０１４年度の 
建築基準法改正新安全基準に 
対応し、既存不適格を解消します。 

エレベーターリニューアルで期待される効果 



■ 耐震対策 ※おすすめ仕様のみ対応 
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■ 制御盤 戸開走行保護装置（ＵＣＭＰ） ■ 巻上機 ２重ブレーキ装置 

■ 地震時の管制運転 

２００９年度建築基準法改正に伴い、運転制御プログ
ラムから独立した回路による戸開走行検出制御回路
を追加しました。万一、駆動装置や制御器に故障が
生じても挟まれ事故を防止します。 
 

 ２０１４年度建築基準法告示改正に伴い、 
 耐震基準等が見直されております。 
 レールブラケット・目板等で強度アップと構造強化を 
 はかり、ケーブル・ロープ等長尺物の引っ掛かり防止 
 対策やレールからかご・おもりが外れない対策等、 
 最新の安全基準に適合した耐震対策を行います。 
 （２０１４年版耐震設計・施工指針に準ずる） 

◎地震時管制運転装置 
 P波センサーが、初期微動を感知しいち早く 
 エレベーターを最寄階に停止させ乗客の 
 安全を確保します。 

◎停電時最寄階自動着床装置 
 停電時にバッテリー運転装置が動作して 
 エレベーターを最寄階まで走行させ乗客 
 の安全を確保します。 

最新の安全基準に適合 

常時作動型二重ブレーキより、不測の事態でも保
持力を確保します。常時二つのブレーキが作動し、
片方のブレーキでも１００％の荷重を保持できます。 

ブレーキＡ 
（異常検出装置付） 

ブレーキB 
（異常検出装置付） 

ディスクブレーキ 

新型巻上機 
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制御改修時の消費電力量比較 [DRAFT]

コメント

制御方式 3
積 載 量 600 kg
速     度 60 m/min
台     数 3 台
電力料金 17 円/kwh

係数（F）
・ 発熱量 Ｈ ＝ 積載(kg) × 速度(m/min) × 係数(F)  AC-1,2 1/30

 AC-V 1/20
Ｈ ＝ 600 × 60 × 1/20 ＝ 1,800 kcal/h  UMV-G/D 1/35

 UMV-G/L 1/30
・ 消費電力量 Ｐ ＝ Ｈ ÷ （0.9 × 860）    ＊0.9＝消費電力係数（経験値）  AC-VF 1/40

Ｐ ＝ 1,800 ÷ (0.9 × 860) ＝ 2.33 kwh （現状1時間あたりの消費電力量）

・ １ヶ月あたりの消費電力量

現 状 ×0.40 改修後

＝ 2.33 × 5時間 × 30日 × 3台 ＝ 1,049 kwh → 420 kwh
(-629 kwh）

・ 1kwhあたり 17円 で計算した､１ヶ月あたりの電力料金
現 状 ×0.40 改修後

＝ 1,049 × 17円 ＝ 17,833 円 → 7,140 円
(-10 ,693 円）

(1台あたり)

消費電力量算出式に基づく机上計算です。

リニューアル後の消費電力比較 

高効率インバーター型モーターの採用により、消費電力を削減します 



遠隔診断システムの導入「Ｄｒ．ＲＥＩＳ」 

弊社お客様窓口：OTIS LINE（オーチス・ライン） 
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      常時見守りながら監視するホームドクター 
        「Dr.REIS」は、快適な運行管理をめざすオーチスが開発した「予知予防・保全システム」です。 
         お客様のエレベーターとオーチスのサービス情報センターを電話回線で結び、常時、エレベー 
         ターを遠隔で監視・点検するホームドクターの役割を果たします。 

 

      毎月、利用しない時間帯に遠隔制御で点検 
         エレベーターの点検は、生活や仕事に支障をきたします。「Dr.REIS」は、利用者のいなく 
         なった時間帯に遠隔点検に切り替えて、装置および性能を点検します。 
         ※利用者がいた場合は利用者を優先し利用後に遠隔点検を行います。 

 

      遠隔診断データをトラブルの未然防止に活用 
         現状は故障が多数発生し、多大なご迷惑をお掛けしておりました。 
   「Dr.REIS」により常時チェックして得られる各種運行データは、トラブルの予知予防や定期的な 
   訪問点検の際の保守にも活かされます。 

 

      万一のトラブルには迅速出動・復旧 
         万一トラブルが発生した場合には、「Dr.REIS」からの自動発報により、スピーディに専門技 
         術者の出動指令を行います。また、「Dr.REIS」のデータ解析により復旧時間を短縮すること 
         が可能です。 



遠隔診断システムの導入「Ｄｒ．ＲＥＩＳ」 
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遠隔診断システムの主な監視・発報・点検項目＜抜粋＞ 

※機種によって監視・点検内容が 
   一部異なります。 

監視 発報 診断

主電源が落ちていないか ● ● ●

電圧降下等で電源に異常が発生していないか ● ● ●

制御盤温度 制御盤周囲の温度が45度以上になっていないか ● ● ●

呼びが発生して正常にブレーキが開いたか ● ● ●

基準時間以上、ブレーキが開いた状態になっていないか ● ● ●

主回路の動作状態 走行回路等の主回路が正しく動作しているか ● ● ●

制御盤内機器動作状態 制御盤内の各機器が正しく動作しているか ● ● ●

乗場側ボタンに競りが発生していないか - - ●

チャタリング等で異常な回数の登録がないか - - ●

乗場ドアが正常に開ききっているか ● ● ●

乗場ドアが正常に閉まりきっているか ● ● ●

乗場ドアスイッチ動作状態 乗場ドアの扉安全スイッチが正常に動作しているか ● ● ●

かご内ボタンに競りが発生していないか - - ●

チャタリング等で異常な回数の登録がないか - - ●

ドア開指令が正しく出力されているか ● ● ●

かごドアが正常に開ききっているか ● ● ●

かごドアが正常に閉まりきっているか ● ● ●

かごドアスイッチ動作状態 かごドアの扉安全スイッチが正常に動作しているか ● ● ●

昇降路 安全スイッチ動作状態 各リミットスイッチ等の安全スイッチは正常か ● ● ●

乗場

かご室

かごボタン動作状態

Dr.REIS
点検場所 監視・点検内容 診断内容の一例

乗場ドア開閉状態

かごドア開閉状態

電源状態

ブレーキの動作状態

乗場ボタン動作状態

制御盤／ブレーキ

監視 発報 点検

走行開始時にショックが発生していないか - - ●

走行指令に対して正しく走行が開始されているか - - ●

加速状態 走行開始してから定格速度までに正常に加速しているか - - ●

定格走行状態 走行指令どおりに正しく定格速度になっているか - - ●

減速状態 定格速度から正常に減速して停止しているか - - ●

停止状態 停止時にショックが発生していないか - - ●

ドア開状態 ドアが開ききるまでの時間が基準時間以上長くないか - - ●

ドア閉状態 ドアが閉まりきるまでの時間が基準時間以上長くないか - - ●

上昇時誤差 上昇後に停止した時の着床レベルは正常か - - ●

下降時誤差 下降後に停止した時の着床レベルは正常か - - ●

非常連絡装置 インターフォンの動作状態 非常連絡装置が正常に動作するか - - ●

かご内照明 蛍光灯点灯状態 蛍光灯が正常に点灯しているか - - ●

かご内停電灯 停電灯点灯状態 停電灯が正常に点灯するか - - ●

走行状態

各階ドア開閉状態

各階着床精度

Dr.REIS
点検場所 監視・点検内容 点検内容の一例

起動状態

収集 内容

走行回数 ● エレベーター走行回数（回）

走行時間 ● エレベーター走行時間（分）

走行距離 ● エレベーター走行距離（ｍ）

ドアの開閉回数 ● 各フロア毎のドア開閉回数（回）

ドアの反転回数 ● 各フロア毎のドア反転回数（回）

ドア開閉ボタン登録回数 ● ドア開／閉ボタン毎の登録回数（回）

呼び登録回数 ●
かご内／ホールの階床ボタンや呼びボタン毎の

呼び登録回数（回）

蛍光灯点灯回数 ● 蛍光灯が点灯した回数（回）

蛍光灯点灯時間 ● 蛍光灯が点灯している時間（時間）

データ項目
Dr.REIS

＜装置診断＞ 

＜性能点検＞ 

＜運行データ＞ 

200項目以上 
のチェック 
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・『平成21年度 昇降機の維持及び運行の管理関する指針』 ：製造会社・保守会社の責務と十分理解  

  し保守業務に規定しております。提案ならび情報提供を適時行い、所有者、管理者様と供により良い 

 昇降機の運行維持について考えて参ります。 

 また、防災訓練や乗り方教室等、ご利用者様へのPR活動にも力を入れております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・『平成20年度 建築保全業務共通仕様書 』：建物は適用される法令に従い、点検項目と作業内容を   

  定めております。 

 更に独自に点検基準加えることで、品質の高いサービスを提供するよう努力しております。 

 

・予兆管理に重点を置き、Dr.REIS（遠隔点検）を要して、適格な予防保全の提供に尽力しています。 

オーチスは保守に関する国の指針・通達を遵守します。 

 

安全装置、デモ機等での説明 OTIS研修トラックの使用 



ＯＴＩＳの「フラットベルト」 

ワイヤーロープに替わる新素材「フラットベルト」 
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世界実績：２５万９千台 国内実績：１万台 

ワイヤーロープ フラットベルト 

数本から数十本の「素線」を 
縒り合わせた「ストランド」が 
心の回りにらせん状に 
縒り合わされた構造。 

「ストランド」に該当する 
「コード」を12本並べ、 
ウレタン樹脂でコーティング。 

ストランド8本縒りの場合 

ストランド 
素線 

繊維芯 

コード12本 

ウレタンジャケット 

２０１２年３月現在 



ＯＴＩＳの「フラットベルト」 

数本から数十本の「素線」を縒り
合わせた「ストランド」が心の回り
にらせん状に縒り合わされた構造。 

ストランド 
素線 

繊維芯 

「ストランド」に該当する 
「コード」を12本並べ、 
ウレタン樹脂でコーティング。 

ワイヤーロープ フラットベルト 

「フラットベルト」の寿命はワイヤーロープの2.5倍 

フラットベルト 

シーブ 

・金属とウレタンで接触 
・ウレタン面とシーブ面で接触し、 
 高い摩擦力によりベルトの負担が 
 少ない 

ワイヤーロープ 

シーブ 

・金属同士が接触 
・ワイヤーを溝に挟み込むことで 
 摩擦力を得ておりワイヤーの負担 
 が大きい 

巻上機設置例 

コード12本 

ウレタンジャケット 

ワイヤーロープに替わる新素材「フラットベルト」 

ワイヤーロープ 

ワイヤーロープの揺れ 

フラットベルト 

フラットベルトの揺れ 

フラットベルトは平型の為、地震時のシーブ表面の湾曲により自
動調心機能が働き、回転中にベルトをシーブの中央へ戻します。
２０１１年の東日本大震災では、フラットベルトのメインロープの 

シーブ外れ、絡まり、素線切れ、損傷件数は０件 （弊社集計） 

「フラットベルト」は「クラウン効果」により外れにくい 
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ＯＴＩＳの「パルスシステム」 

常
時
診
断 

ワイヤーロープ点検 フラットベルト点検 

コードの抵抗値を測定し状態を診断します。 

※フラットベルトを採用したことにより実現可能となった診断方法です。 
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ＯＴＩＳの「パルスシステム」 
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パルスシステム＆遠隔診断システムによるサービス体制 

２４時間３６５日、フラットベルト 

の安全を見守り続けます。 

〈お客様〉 
オーチスライン 

〈サービス情報センター〉 

電話回線 

通信ライン 

※遠隔診断システム機能の設備に関しては、弊社とのエレベーター保守点検契約が必要です。 



ＯＴＩＳの「地震時自動診断・復旧システム」 

地  震  発  生 

感知器の設定震度以上を感知 

一定時間 休止 

地震管制運転で最寄階へ着床 

通
常
の
地
震
管
制 

高ガル 

低ガル 

Ｐ波 

休止 

自動復旧 

  （従来は休止） 

自動診断復旧 

低ガルまで自動復旧が可能 

※本仕様は弊社との遠隔監視システムによる保守契約が必要です 

最寄階 

自動着床 

初期微動 

概ね震度４ 

概ね震度５ 

弊社技術員による点検後 

本復旧 
弊社技術員 

到着待ち 

安全装置関係確認 

かご内に乗客がいないことを確認 

極低速運転 開始 

低速運転 開始 

仮運転 開始 

自
動
診
断
・復
旧 

低ガル感知の場合 
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※通常休止となっていた地震においても自動診断・復旧が可能となりました。 

地震時の管制運転により休止しているエレベーターを 

技術員の点検・復旧を待たず、自動診断により 

仮復旧運転でご利用いただけるシステムです。 

http://intranet.jp.otis.com/newsales/imgdl/Gen2 Comfort/content/index_3.html


意匠工事について 

乗場・かご室内は既設品を再利用し、操作ボタン・操作盤及び位置表示器を更新いたします。 

ボタンは押すと点灯するマイクロストローク式ボタンを採用します。タッチの手ごたえが明瞭で押しまちがいを防ぎます。 

また、ボタン部分には耐久性にすぐれたステンレスを使用しています。 

 

操作ボタンの階数表示の文字や方向表示は、触れただけでも判読可能な浮き文字（凸ボタン）となっております。 

ボタンの輪郭も識別しやすく、目の不自由な方にも使いやすいデザインです。 

 

⑥ 

標準仕様 
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意匠工事について 

■使いやすい操作ボタン 
ボタンを押すと点灯するストローク式ボタン。 
タッチの手ごたえが明瞭で押しまちがいを防ぎます。 
また、ボタン部分には耐久性にすぐれたステンレス 
を使用しています。 
■分かりやすい浮き文字表示 
操作ボタンの回数表示の文字は、触れただけでも判読 
可能な浮き文字。 
ボタンの輪郭も識別しやすく、目の不自由な方にも使い 
やすいデザインです。 

操作盤 

天 井 

既設の天井に吊天井を設置し、デザインをリフレッシュします。 
照明器具にＬＥＤを採用し、省エネを実現します。 
※現状の天井高さより90㎜程度低くなります。 

かごドア/パネル 

既設壁面に化粧フィルムを貼り、デザイン 
をリフレッシュします。 
新品と見違えるほどの効果を発揮します。 

かご床 

かご床はビニルタイルを貼り替えます。 
下地材から貼り替え、老朽化を防ぎます。 

■通話を光で知らせるインターホン呼びボタン 
呼び出し中はランプが点滅し、通話状態になると 
ランプが点灯します。 
耳の不自由な方にも安心してご利用できます。 

▲ リニューアル後イメージ 
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※LED採用の電気代比較（４灯・参考） 

おすすめ かご内の美装化 



リニューアル工事の全体工程案 
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月

工事項目 1 15 30 1 15 30 1 15 30 1 15 30 1 15 30 1 15 30 1 15 30

ご 発 注 ◎

仕 様 決 定

工 場 設 計 ・ 製 作

１ 号 機 本 体 工 事

２ 号 機 本 体 工 事

３ 号 機 本 体 工 事

ｴﾚﾍﾞ ｰﾀｰ検査・引渡し ☆

特　記　事　項 ※通常の工事時間帯はAM8：30～PM7：00と致しますが夜間作業をする場合もあります。

日本オーチス・エレベータ株式会社

製作納期約4ヶ月程度

3か月 6か月 7か月2か月1か月 4か月
備　　　　考

5か月

・現地エレベーター停止を伴う工事期間は以下の通りとなります。 

  １）２４時間完全停止期間                   ・・・ １２日間（各号機） 

  ２）作業時間帯（AM８時半～PM７時）のみ停止期間   ・・・  ３日間（各号機） ⇒おすすめ仕様 

  ※２）の作業日は作業時間帯以外（PM７時～翌日AM８時半）のエレベーターご利用が可能です。 

工事期間中はエレベーターご利用の皆様に大変ご迷惑をおかけいたしますが、安全第一で工事を行いますので 

ご理解ご協力の程、何卒お願い申し上げます。 

 

・エレベーター停止中の昇降ケアや手荷物運び補助につきましては、次ページでご提案させていただきます。 
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リニューアル工事中の昇降ケアについて 

工事期間中、居住者の方々への昇降ケアにつきましては、階段昇降機にて昇降していただく方法がございます。 

また、人員を配置し、荷物の運搬等にも対応することができます。 

※本サービスは株式会社パワーズ と別途ご契約いただく必要がございます。 

～ サービス内容紹介 ～ 

① 階段昇降機による昇降ケア 

② 人員による荷物運搬サービス 

③ 朝夕のゴミ出しサービス 

④ 階段の巡回点検サービス（１時間毎） 

    ≪概算金額≫ 

基本料金：１日４０，０００円 

 連続停止３６日間 ＝１，４４０，０００円 

階段昇降機：１２０，０００円 

交通費・経費：１日２，０００円 

 連続停止３６日間 ＝７２，０００円 

 

概算合計金額：１，６３２，０００円（税別） 

 
※１日２名体制で、基本１０時間（休憩有）となります。 

※階段昇降機は１か月毎の料金となります。 

階段昇降機参考資料 
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＜お勧め有償付加仕様＞車いす仕様 オプション 工期：＋３日間（１台につき） 

一般用乗場ボタンのほかに、 

専用ボタンを設けます。 

このボタンで呼ばれたエレベーターは、 

ドアが開いている時間が通常より長くなり、 

車いす利用者の乗り降りを余裕の 

あるものにします。 

車いす利用者の方が使いやすい用に、 

床上１ｍの位置に設置します。 

車いす用乗場ボタン 

車いす兼用仕様 

■かご内手すり 
移動の手助けとしてお役にたちます。 

■背面鏡 
背面パネルに設置します。 
背後の状況を知ることができ、安心して 
使用することができます。 

■ドアタイミング制御 
専用操作盤の行先階ボタン、または専用 
乗場ボタンを押すことにより、ドア開閉 
時間が通常より長くなり、車いす利用者 
の便宜をはかります。 

■車いす用操作盤 
一般用操作盤のほかに、車いす利用者が使
いやすいように、かご内側面の床上1ｍのとこ
ろに専用操作盤を設置します。 

車いす兼用仕様（1台のみ） 
▼かご室既存時の車いす用操作盤 ▼車いす乗場ボタン 

▲かご内イメージ（参考） 
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操作ボタンの階数表示の文字は、触れただけでも判読可能な浮き文字。 
ボタンの輪郭も識別しやすく、目の不自由な方にも使いやすいデザインです。 

操作盤 

天 井 

クアデルノ／化粧鋼板（ＰＦ-５１ スノーホワイト） 
日本の住環境を見つめて生まれた人にやさしいデザイン。 
照明はＬＥＤを採用し、約70％の省エネを実現（当社比）。 

かごドア/パネル 

デザインは豊富に取り揃えております。 

かご床 

かご床はビニルタイルを採用。 

多光軸ドアセンサー 

赤外線センサーを出入り口の上から下まで多数設置し、乗り降り
が終わるまでドアを開き続けます。ドアが閉まりかけた際にセン
サーを遮ると、ドアは反転します。 

ハンドタッチセンサー 

かご扉が開くときにかご扉と戸袋のセンサー
部（バンパー）に触れると、即座に扉が停
止し手指の引き込まれを防止します。 

＜お勧め有償付加仕様＞かご室交換 オプション 



芝山工業団地（千葉県芝山町) 

工場稼動：１９７６年 

品質基準ＩＳＯ９００１取得 

環境基準ＩＳＯ１４００１取得 

総敷地面積：９２，２９０㎡ 

     （工場＆物流センター） 

日本オーチス品質の要、芝山エリア 
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OTISは、 
グローバルを知っている。 
都市がグローバルに進化すればするほど、エレベーターはオーチスに。 

世界で初めて非常止め装置を開発して以来160年以上、オーチスはパリ・エッフェル塔、ニューヨーク 
エンパイアステート、クライスラーをはじめ、世界中の有名なタワーやビルにエレベーターを提供しています。 
開発・製造・販売、そして保守までを一貫して行うオーチスは、まさに世界を知るエレベーターの代名詞。 
アメリカ・コネチカット州に本社を置く世界屈指の複合企業体、United Technologies Corporation（UTC）の 
傘下企業として、世界各地でグローバルな活動を展開しています。 
 
皆様に末永く安全にお使いいただける工事を行いますので、今回のエレベーターのリニューアルに 
つきましては、是非日本オーチス・エレベータに御下命くださいますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。 


